






【研究目的】 

 札幌市では,高速液体クロマトグラフィー(HPLC)による尿中 VMA,HVA値を,そのクレアチ

ニン比から判定する方法で神経芽細胞腫のマス・スクリー二ングを行ってきた。 

 一方近年,血清中の Neuron-Specific Enolase(NSE)も,本症患児に特異的に増加するため,

その診断並びに治療効果の判定に有用であることが報告されている。 

 そこで，札幌市がスクリー二ングを開始した昭和56 年 4 月から,昭和 61 年 12月までに

発見した患児 17 例とスクリー二ング外での 1 才以上の発症例を中心に尿中 VMA,HVA,血清

中 NSE 値を測定し,神経芽細胞腫スクリー二ング及びその診断,治療効果の指標としての有

用性について検討した。 


